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明和の頭文字の

「明」を「日」と「月」

で表し、日は「威厳」、

月は「慈愛」を意味

し、天体のごとく丸

く高く発展と向上を

表しています。また「月の直径は３、日の

直径は２の割合、マークの太さは月の直径

の12分の１」と定めています。

明和町章
昭和35(1960)年８月26日制定　　　　　

平成21年
（2009年)４月号 No.498

三重県明和町広報紙広広報報
めめいいわわ
PPuubb ll ii cc   II nn ff oo rr mm aa tt ii oo nn oo ff   MM ee ii ww aa   TT oo ww nn

【今月号の主な内容】

特集「平成21年度予算」 ……2～5Ｐ

まちの話題（火災予防啓発ソフトバレーボール大会、ほか） ……6～8Ｐ

定額給付金・子ども応援特別手当のお知らせ ……９Ｐ

国民年金・介護保険・町営住宅入居者募集のお知らせ、ほか……10～13Ｐ

町議会定例会、畜犬登録と狂犬病の集団予防注射、ほか ……14～15Ｐ

ひとまちふれあい、ほか ……16～17Ｐ

各種お知らせ、ほか ……18～21Ｐ

ふるさと会館・いつきのみや歴史体験館のお知らせ、ほか ……22Ｐ



2

特集予算
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
で

法
人
町
民
税
が
不
況
の
あ
お
り
を

受
け
、
対
前
年
度
比
15
％
強
の
減

額
、
固
定
資
産
税
も
３
年
に
一
度

の
評
価
替
え
に
伴
い
、
土
地
・
家

屋
に
か
か
る
税
収
が
減
少
し
て
お

り
、
町
税
全
体
で
は
、
対
前
年
度

比
で
１
７
０
０
万
円
の
減
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
、

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
を
基
本
に
、

健
全
な
行
財
政
運
営
を
念
頭
に
置

き
「
実
施
す
べ
き
も
の
は
実
施
す

る
」
ま
た
「
待
つ
べ
き
も
の
は
待

っ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
、
公
平

中
立
に
判
断
し
、
限
り
な
く
町
民

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
の
確
保
、
協
力
協

働
に
よ
る
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
「
明

和
町
再
生
プ
ラ
ン
」
の
第
１
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
最
終
年
度
を
迎
え
、

仕
上
げ
て
い
く
年
で
あ
り
、
各
種

施
策
を
計
画
的
に
展
開
す
べ
く
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
第
２
段
階
と
し
て
、

具
体
的
に
掘
り
下
げ
た
形
で
の
再

生
プ
ラ
ン
の
実
現
と
、
今
後
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。安

全
安
心
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
施
策
と
し
て
、
特
に
長

年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
大
淀
漁

港
区
域
の
海
岸
堤
防
を
、
西
南
海

岸
整
備
事
業
と
平
行
し
て
、
県
営

事
業
と
し
て
本
年
度
か
ら
整
備
着

手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
大
淀
灯
台
か
ら
大

淀
湛
水
防
除
施
設
ま
で
の
間
、
約

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
東
大
淀
地

域
・
漁
港
内
を
合
わ
せ
て
、
約

２
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
改

修
工
事
を
、
７
年
間
か
ら
10
年
間

を
か
け
完
成
さ
せ
る
計
画
で
す
。

加
速
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
少
子

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

町
の
少
子
化
対
策
は
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
基
本
に
進

め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
の
行
動
計
画
の

見
直
し
の
年
に
当
た
り
、
現
状
を

十
分
把
握
し
た
中
で
、
実
情
に
即

し
た
効
率
的
な
行
動
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
一
体
的

運
営
と
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
の

一
環
と
し
て
、
試
行
的
に
暁
幼
稚

園
の
延
長
保
育
と
夏
休
み
保
育
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
業
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
職
員
の
給

料
・
諸
手
当
、
職
員
数
を
削
減
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
職
に
お

い
て
も
、
町
長
30
％
・
副
町
長

10
％
・
教
育
長
３
％
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
給
料
を
引
き
続
き
カ
ッ
ト

し
、
削
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
、
前
年
度
予

算
と
比
較
し
、
人
件
費
総
額
で
約

４
６
０
０
万
円
を
削
減
し
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
に
お
け
る
道
路
整

備
で
は
、
広
域
圏
道
路
の
自
歩
道

３
月
19
日
の
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
21
年
度
町
予
算
関

係
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
・
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
２
６

億
３
４
２
０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
に
対
し
て
２
・
５
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
各
種
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
第
４

次
総
合
計
画
後
期
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
重
点
事
業
に
つ

い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
精
査
の
う
え
、
優
先
的
に
予
算
配
分
を
行

う
と
と
も
に
、「
明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
「
協
力
・
協
働
に

よ
る
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
」
を
目
指
し
、
総
合
的
な
福
祉

施
策
や
教
育
施
策
、
生
活
関
連
基
盤
整
備
、
環
境
対
策
お
よ
び
農
漁

業
施
策
・
商
工
業
振
興
な
ど
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
事
務
事
業
の
厳

し
い
選
択
を
行
い
、
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

健
全
な
行
財
政
運
営
を

念
頭
に
予
算
編
成

再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
と

取
り
組
み
推
進

安
全
安
心
の
施
策

海
岸
堤
防
整
備

少
子
高
齢
化
対
策

子
育
て
支
援
な
ど

人
件
費
の
抑
制

特
別
職
給
料
カ
ッ
ト
な
ど

投
資
的
事
業

道
路
・
下
水
道
整
備
な
ど

K

明和町再生プランに基づき明和町再生プランに基づき
「「協力・協働による効率的で協力・協働による効率的で

質の高い行政運営質の高い行政運営」」を推進を推進

平成21年度 町予算総額は126億3,420万円
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特集予算
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

設
置
を
、
前
野
・
川
尻
線
に
加
え
、

そ
の
延
長
の
坂
本
・
前
野
線
に
も

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
本
郷
・
勝

見
第
二
線
に
つ
い
て
も
、
本
年
度

か
ら
新
た
に
事
業
着
手
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
は
、
公
共
下
水
道

事
業
（
坂
本
・
北
野
地
域
）
に
つ

い
て
、
平
成
９
年
以
降
13
年
を
か

け
事
業
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
で
認
可
面
積
１
４
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
が
す
べ
て

完
成
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
に
採
択
を
受
け

た
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
本
年

度
か
ら
、
繰
越
明
許
事
業
も
含
め
、

本
格
的
な
工
事
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
産
業
・
建
設
関
係
の

町
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、
幹
線

排
水
路
や
道
路
の
整
備
、
国
の
緊

急
経
済
対
策
で
あ
る
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
な
ど
を
合
わ
せ
、

前
年
度
を
上
回
る
事
業
費
を
確
保

し
ま
し
た
。

斎
宮
跡
保
存
事
業
は
、
史
跡
全

体
の
活
用
も
見
据
え
、
斎
宮
跡
史

跡
東
部
の
整
備
と
、
斎
宮
寮
の
中

心
地
と
考
え
ら
れ
る
柳
原
地
区
・

奈
良
古
道
の
公
有
化
を
進
め
ま

す
。

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
関
係
で
本

年
度
実
施
す
る
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設

町
の
情
報
を
、
よ
り
い
っ
そ
う

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た

め
、
行
政
情
報
発
信
の
拡
大
策
と

し
て
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
活

用
し
、
松
阪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
し
た
明
和
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
開
設
し
ま
す
。

町
施
設
の
民
間
委
託

町
施
設
の
指
定
管
理
委
託
に
つ

い
て
、
各
団
体
等
の
円
滑
な
運
営

と
拡
充
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
期
待

し
「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験

館
・
休
憩
所
等
」
を
国
史
跡
斎
宮

跡
保
存
協
会
に
、
「
明
和
の
里
」

を
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

そ
れ
ぞ
れ
民
間
再
委
託
し
ま
す
。

納
税
機
会
と
窓
口
拡
充

納
税
の
機
会
と
窓
口
の
拡
大
策

と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
、
24
時
間
納
税
の
窓
口
を
委

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設
や

要
援
護
者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

託
し
ま
す
。

妊
婦
健
診
補
助
拡
充

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

妊
婦
健
診
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
従
来
の
健
診
補
助
５

回
を
、
14
回
ま
で
引
き
上
げ
補
助

し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

し
て
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、
町

民
啓
発
を
全
町
的
に
実
施
し
ま

す
。

工
事
の
適
正
化
と
コ
ス
ト
削
減

公
共
工
事
の
適
正
化
と
コ
ス
ト

削
減
を
図
る
た
め
、
一
般
競
争
入

札
・
総
合
評
価
落
札
方
式
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
入
札
事
務
で
物

品
・
業
務
委
託
の
入
札
参
加
資
格

審
査
を
、
新
た
に
県
下
で
共
同
化

し
簡
素
化
を
推
進
し
ま
す
。

要
援
護
者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
構
築

災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
で
要

援
護
者
の
避
難
・
安
否
確
認
に
必

要
な
、
台
帳
管
理
や
地
図
情
報
の

管
理
を
行
う
要
援
護
者
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
充
実

前
年
度
の
医
療
制
度
改
革
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
を
充
実
し
ま
す
。

斎
王
ま
つ
り
記
念
事
業
補
助

本
年
、
国
史
跡
斎
宮
跡
の
史
跡

指
定
30
周
年
を
記
念
し
、
斎
宮
跡

と
共
に
歩
ん
だ
「
斎
王
ま
つ
り
」

に
記
念
事
業
実
施
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

中
小
企
業
支
援
策

中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
を
活
用
し
、
事

業
者
の
資
金
調
達
が
円
滑
に
進
む

よ
う
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

に
よ
る
利
子
分
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

商
工
会
補
助
の
追
加
拡
充

商
工
会
補
助
を
、
人
件
費
と
商

工
振
興
補
助
に
加
え
、
取
り
組
み

中
の
地
域
資
源
∞
（
無
限
大
）
全

国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
対

し
て
も
補
助
を
行
い
ま
す
。

斎
宮
跡
関
係
施
設
整
備

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
横

の
無
料
休
憩
所
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
い
て
、
事
業
運
営
の
方
向
性

が
確
定
次
第
、
補
正
予
算
に
よ
る

施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

人
材
育
成
の
強
化

人
材
育
成
の
強
化
に
つ
い
て
、

職
員
の
資
質
の
向
上
、
能
力
開
発

を
行
う
た
め
、
人
材
育
成
基
本
方

針
に
沿
っ
て
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
試
行
的
に
実
施
し
ま

す
。

土
地
利
用
関
連
施
策
の
推
進

前
年
度
実
施
し
た
町
政
懇
談
会

の
議
題
で
も
あ
る
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
原
案
を
基
に
、
今

後
進
め
る
べ
く
特
定
用
途
制
限
地

域
に
つ
い
て
、
基
準
案
を
策
定
し

ま
す
。

斎
宮
跡
保
存
事
業

公
有
化
・
整
備
の
推
進

K

４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
、
平
成

21
年
度
一
般
会
計
予
算
の
主

な
内
容
・
主
要
事
業
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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＝用語の解説＝
【自主財源と依存財源】自主財源とは、町税や使用料・手

数料、寄附金など、町が自主的に収入する財源です。町

の自主財源の割合は、ここ数年は概ね45％前後で推移し

ています。また、依存財源とは、国や県の意思決定に基

づき収入されるもので、主なものは、地方交付税や国庫

支出金、地方債などです。

【投資的経費と義務的経費】投資的経費とは、支出が資本

形成に向けられるもので、普通建設事業費が代表的なも

のです。また、義務的経費とは、任意で削減できない経

費（人件費、扶助費、公債費）です。

特集予算
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 
※分担金および負担金 
※使用料および手数料 
※財産収入 
※寄附金 
※繰入金 
※繰越金 
※諸収入 

9,000千円 
5,000千円 
5,000千円 
6,000千円 
90,000千円 
23,000千円 
3,000千円 
94,232千円 
46,398千円 
1,805千円 
505千円 

213,346千円 
200,000千円 
42,902千円 

 

内訳 

 

地方消費税交付金 
170,000千円  2.8% ※町税 

2,147,602千円 
35.4%

地方交付税 
1,650,000千円 
27.2%

そのほか　740,188千円　12.2%

町債 
567,200千円　9.3%

国庫支出金 
320,849千円  5.3%

県支出金 
349,161千円  5.7%

地方譲与税 
130,000千円  2.1%

※は自主財源 

合　　　計　　60億7,500万0千円　(100％)

■一般会計歳出の性質別経費　※(　)内は構成比  

 

義務的経費 

　人 件 費 　　14億1,293万3千円　(23.3％) 

　扶 助 費 　　4億9,879万8千円　 (8.2％) 

　公 債 費 　　7億3,388万0千円　(12.1％) 

　小　　計　　26億4,561万1千円　(43.6％)

投資的経費 

　補助事業　 　 3億4.296万9千円　 (5.6％) 

　単独事業　 　 3億6,687万1千円　 (6.0％) 

　小　　計　 　 7億0,984万0千円　(11.6％)

そ　の　他 

　物 件 費 　　9億6,375万4千円　(15.9％) 

　補助費等　 　 7億9,010万2千円　(13.0％) 

　繰 出 金 　　8億6,550万1千円　(14.2％) 

　そ の 他 　　1億0,019万2千円　 (1.7％)

■一般会計、特別会計、水道事業会計の予算規模　※(　)内は対前年度比 

特別会計 

　国民健康保険 22億3,180万円 (8.7％増)

一般会計 60億7,500万円 (2.7％減)

総額 126億3,420万円 　　(2.5％増)

　斎宮跡保存事業 5億7,900万円 （88.8％増)

　老人保健医療事業 150万円 (99.3％減)

　住宅新築資金等貸付事業 　5,930万円 （8.6％減)

　農業集落排水事業 6億4,830万円 (44.9％増)

　公共下水道事業 2億5,490万円 (4.8％減)

　介護保険 16億0,060万円 (0.4％増)

水道事業（企業会計）   8億4,790万円 (5.6％増)

　後期高齢者医療 3億3,590万円 (3.2％増)

議会費 
75,619千円  1.3 %

総務費 
723,971千円 
11.9 %

民生費 
1,705,657千円 
28.1 %

衛生費 
516,734千円  8.5 %

労働費 
105千円  0.0 %農林水産業費 

380,514千円 6.3 %

諸支出金、予備費 
65,000千円  1.0%

公債費 
733,880千円 
　  12.1 %

教育費 
877,094千円 
  14.4%

商工費 
35,532千円  0.6 %

土木費 
648,432千円　 
10.7 %

消防費 
312,462千円 
5.1 %

平成平成2121年度年度 一般会計予算一般会計予算

の内訳の内訳

各会計の総額は各会計の総額は126126億億3,4203,420万円万円
全体で2.5％の増

6060億億7,5007,500万円万円

歳

入

歳

出
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特集予算
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

【やすらぎと憩いに満ちた福祉と健康のまち】

明和の里施設管理運営業務委託 2,500千円

社会福祉協議会補助 19,890千円

重度心身障害者・高齢者タクシー助成 1,000千円

障害者生活支援事業委託 4,500千円

放課後児童対策事業 8,372千円

※次世代育成支援対策事業 6,968千円

特定不妊治療費助成 200千円

母子保健事業（妊婦健診） 17,008千円

※新型インフルエンザ対策 195千円

敬老福祉事業 1,360千円

成人保健対策予防接種委託 9,600千円

母子衛生予防接種委託 26,400千円

【人権を大切にする心のかよったふれあいのまち】

ふれあいプラザ管理 1,992千円

人権啓発事業 1,405千円

人権センター運営 27,592千円

教育集会所事業 3,871千円

人権教育推進市町村事業 954千円

市民活動支援事業委託 2,000千円

【活力と発想と潤いに満ちた産業のまち】

産地づくり推進事業交付金 3,000千円

水田土地利用活性化支援事業 5,000千円

産地づくり対策本体部分協議会助成 20,000千円

※水田集積事業助成 2,200千円

農道舗装 9,000千円

幹線排水路浚渫・整備工事 12,000千円

県営湛水防除事業負担金 40,500千円

県営広域農道整備事業負担金 24,750千円

資源保全地域協議会交付金 6,400千円

新農業水利システム保全対策事業 2,000千円

下御糸漁港地域水産物供給基盤整備事業 63,490千円

※強い水産業づくり交付金事業 20,100千円

水産振興対策 1,946千円

※斎王まつり事業費補助 500千円

※企業誘致対策適地案内パンフ印刷 100千円

事業所設置奨励金 14,907千円

【自然と調和した緑豊かな環境のまち】

※住宅用太陽光発電設置費補助 1,000千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助 40,470千円

ごみ減量化対策 11,536千円

公害対策 5,064千円

松くい虫防除事業 527千円

緑化事業 1,009千円

道路橋梁維持 22,484千円

※橋梁健全度評価業務 1,400千円

第４次明和町総合計画の施策大綱を基本にした平成21年度の主要事業
※印は新規事業です。

道路新設改良 84,625千円

地方道路交付金事業（前野・川尻線自歩道整備）

43,900千円

※同事業（坂本・前野線自歩道整備） 128,687千円

※同事業（本郷・勝見第二線） 30,050千円

公共物境界明示システム導入 3,800千円

木造住宅耐震化助成事業 3,950千円

公営住宅整備事業（第五期） 65,002千円

※特定用途制限地域基準案作成等業務委託 2,400千円

公共下水道事業管路建設 83,660千円

宮川流域下水道（宮川処理区）事業負担金 30,280千円

農業集落排水資源循環統合補助事業

（上御糸・下御糸地区） 559,615千円

※災害時要援護者情報管理システム 2,100千円

※移動系無線機設置 890千円

※防災行政無線戸別受信機 2,310千円

※防災対策事業 15,000千円

【知性と感性をはぐくむ教育と歴史と文化のまち】
家庭教育子育て支援推進事業 1,342千円

外国青年招致事業 4,882千円

非常勤講師配置 7,500千円

放課後子どもプラン事業 3,900千円

生涯学習事業 2,444千円

ふるさと会館管理運営業務委託 19,950千円

総合体育館施設管理運営業務委託 26,000千円

斎宮跡土地公有化事業 303,340千円

体験学習施設等管理運営業務委託 22,868千円

※斎宮跡を核とした活性化基本方針策定委託 500千円

小学校　学習支援員配置 13,944千円

総合的な学習推進事業 1,610千円

学校図書館業務委託 1,780千円

施設整備工事 19,000千円

（上御糸小学校運動場整備ほか）

中学校　施設整備工事（職員室改修工事） 5,000千円

いきいき体験事業 147千円

学校図書館業務委託 2,400千円

学習支援員配置 5,229千円

幼稚園　施設整備費 4,000千円

（暁幼稚園屋上防水工事ほか）

※斎宮幼稚園施設整備事業 58,598千円

【新しい時代に対応した町政の運営】
住民基本台帳ネットワークシステム 2,424千円

自主運行バス事業 25,173千円

三重地方税管理回収機構負担金 2,959千円

総合行政システム 48,037千円

※地域貢献チャレンジ事業補助 1,000千円

※総合計画策定準備 1,324千円→

→
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まちの話題
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

第２回美（うま）し国三重市町対抗駅伝

明和町チームが町の部で７位と健闘
２
月
22
日
、
津
市
の
県
庁
前
か

ら
伊
勢
市
の
県
営
陸
上
競
技
場
ま

で
の
10
区
間
、
42
・
１
９
５
㌔
を

コ
ー
ス
に
「
第
２
回
美
（
う
ま
）

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開

催
さ
れ
、
県
内
の
全
29
市
町
の
選

抜
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

明
和
町
か
ら
も
、
小
学
生
児
童

か
ら
一
般
ま
で
代
表
選
手
が
出

場
。
そ
の
結
果
、
出
場
29
チ
ー
ム

中
18
位
、
町
の
部
で
は
15
チ
ー
ム

中
７
位
と
、
冬
空
の
下
、
沿
道
の

声
援
に
応
え
健
闘
し
ま
し
た
。

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
監
督
＝
山
口
勝
司
（
斎
宮
）
、

コ
ー
チ
＝
土
井
一
輝
（
竹
川
）
、

１
区
（
小
学
生
女
子
）
＝
西
尾
美

早
紀
（
明
星
）
・
早
田
智
香
（
馬

之
上
）
、
２
区
（
小
学
生
男

子
）
＝
乾
　
颯
人
（
明
星
）
・
下

村
祐
斗
（
新
茶
屋
）
、
３
区
（
20

３
月
１
日
、
町
総

合
体
育
館
で
「
第
11

回
明
和
町
火
災
予
防

啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
３

月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
実
施
さ
れ
た
「
春

の
火
災
予
防
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
広

く
町
内
の
人
に
火
災

予
防
へ
の
認
識
を
深

め
て
も
ら
い
、
そ
の

啓
発
を
図
ろ
う
と
、

明
和
町
消
防
団
と
明

和
町
消
防
署
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

大
会
に
は
、
町
内
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
家
や
、
消
防
団

員
な
ど
で
つ
く
る
男
女
混
合
の
22

チ
ー
ム
が
参
加
。
参
加
チ
ー
ム
が

４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
４

人
制
の
リ
ー
グ
戦
で
試
合
を
行
い

ま
し
た
。

試
合
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
一
丸

と
な
っ
て
、
得
点
を
競
い
合
う
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

試
合
後
の
表
彰
式
で
は
、
優
勝
、

準
優
勝
、
第
３
位
に
入
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
、
飲
料
水
や
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
賞
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
消

防
団
員
と
消
防
署
員
が
町
内
全
域

で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
そ
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
に
設
け
ら
れ
た

車
庫
の
点
検
を
行
い
、
防
災
へ
の

士
気
を
高
め
る
と
と
も
に
火
災
予

防
の
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

熱戦を繰り広げる選手の皆さん

火
災
予
防
啓
発

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

防
火
パ
レ
ー
ド
や
車
庫
点
検
も

コ
ー
ス
を
力
走
す
る
町
の
代
表
選
手

歳
以
上
女
子
）
＝
藤
原
由
佳
里

（
坂
本
）
・
荒
木
元
美
（
馬
之
上
）、

４
区
（
中
学
生
男
子
）
＝
木
本

樹
（
斎
宮
）
・
橋
本
将
史
（
馬
之

上
）
、
５
区
（
40
歳
以
上
男

子
）
＝
中
川
　
尚
（
山
大
淀
）
・

福
井
健
二
（
斎
宮
）
、
６
区
（
ジ

ュ
ニ
ア
男
子
）
＝
丸
山
和
志
（
前

野
）
・
東
谷
直
哉
（
蓑
村
）
、
７

区
（
一
般
女
子
）
＝
杉
木
萌
花

（
大
淀
）
・
寺
家
瑞
稀
（
志
貴
）
、

８
区
（
中
学
生
女
子
）
＝
山
口
彩

詠
（
斎
宮
）
・
石
田
み
き
（
有
爾

中
）
、
９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女

子
）
＝
太
田
朱
音
（
明
星
）
・
伊

藤
舞
香
（
志
貴
）
、
10
区
（
20
歳

以
上
男
子
）
＝
小
林
輝
久
（
上

村
）
・
西
川
晃
久
（
坂
本
）

明和町チームの代表選手、関係者の皆さん。お疲れさまでした
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２
月
25
日
、
上
御
糸
小
学
校
体

育
館
で
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
、
子
ど
も

た
ち
の
体
験
・
学
習
を
目
的
と
し

た
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
上
御
糸
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
あ
さ
ひ
ち
ゃ
れ
ん

じ
き
っ
ず
」
が
主
催
。
小
学
校
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な

ど
85
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
の
萩
原

善
洋
さ
ん
（
み
え
こ
ど
も
の
城
登

録
講
師
）
が
次
々
と
披
露
す
る
マ

ジ
ッ
ク
に
「
す
ご
い
な
！
」
「
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
な
？
」
な
ど

と
、
歓
声
を
あ
げ
て
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
講
師
か
ら
カ
ー
ド
マ
ジ

ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
う
と
、
お
互

い
に
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
合
っ
た

弁当作りに取り組む参加者の皆さん

親
子
で
楽
し
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
弁
当
作
り

町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

マジックショーの様子

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

上
御
糸
小
学
校
で

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

あ
さ
ひ
ち
ゃ
れ
ん
じ
き
っ
ず

が
主
催

明
和
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
や
食
育

の
推
進
を
目
的
に
「
親
子
で
作
ろ

う
!!
栄
養
バ
ラ
ン
ス
弁
当
」
を
２

月
７
日
と
21
日
の
両
日
、
町
中
央

公
民
館
調
理
室
で
開
催
し
ま
し

た
。教

室
に
は
、
休
日
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
小
学
校
児
童
と
そ
の
家

族
な
ど
、
両
日
で
延
べ
18
組
46
人

が
参
加
。
三
重
中
京
大
学
の
石
橋

先
生
・
鈴
木
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
同
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

り
、
自
宅
で
家
族
に
見
せ
る
た
め

に
一
生
懸
命
に
練
習
し
た
り
と
、

み
ん
な
で
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

まちの話題
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

３
月
１
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

と
、
同
館
南
側
の
梅
林
周
辺
を
会

場
に
「
第
５
回
い
つ
き
の
み
や
梅

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
梅
の
花
が
見

ご
ろ
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
斎

宮
跡
観
光
協
議
会
が
開
催
す
る
も

の
で
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢

の
見
物
客
が
会
場
を
訪
れ
、
梅
の

種
飛
ば
し
大
会
や
斎
王
宝
探
し
、

甘
酒
の
振
る
舞
い
、
史
跡
ウ
ォ
ー

ク
、
特
産
品
の
販
売
な
ど
、
多
彩

「種の飛距離は？」梅の種飛ばし大会

第５回いつきのみや梅まつり

梅の種飛ばし大会や斎王宝探しなど

な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

梅
の
種
飛
ば
し
大
会
で
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
が
、
梅
の
種
飛
ば
し
に

挑
戦
。
会
場
に
設
置
さ
れ
た
競
技

台
か
ら
、
口
に
含
ん
だ
梅
干
の
種

を
勢
い
よ
く
飛
ば
し
て
、
そ
の
飛

距
離
を
競
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
第
24
代
斎
王
の
曽

根
理
都
子
さ
ん
と
の
記
念
撮
影
会

や
「
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
」
が

披
露
さ
れ
、
み
や
び
や
か
な
「
平

安
絵
巻
」
と
梅
の
花
が
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ア
の
皆
さ
ん
20
人
の
協
力
の
下
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
、
包
丁
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
一
生

懸
命
使
い
な
が
ら
、
大
根
や
ヒ
ジ

キ
な
ど
、
明
和
町
特
産
の
野
菜
や

海
藻
類
を
使
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
作

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
料
理

を
お
弁
当
箱
に
詰
め
て
試
食
。

「
お
い
し
い
ね
」「
今
度
は
家
で
作

ろ
う
」
な
ど
と
話
を
し
な
が
ら
、

親
子
や
参
加
者
相
互
が
楽
し
く
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
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斎
王
ま
つ
り
出
演
者
・
配
役
選
考
会

第
27
回
斎
王
ま
つ
り
の
斎
王
役
に

津
市
出
身
の
鳥
井
さ
ん

本
年
の
６
月
６
日
;
・
７
日
5

に
開
催
さ
れ
る
「
第
27
回
斎
王
ま

つ
り
」
の
出
演
者
・
配
役
選
考
会

が
、
３
月
８
日
、
町
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
考
会
に
は
、
事
前
の
審
査
を

通
過
し
た
県
内
外
の
25
人
が
参

加
。
結
果
、
津
市
出
身
の
鳥
井
麻

生
さ
ん
（
愛
知
県
長
久
手
町
）
が

斎
王
役
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

発
表
の
後
、
前
回
の
ま
つ
り
で

斎
王
役
を
務
め
た
曽
根
理
都
子
さ

ん
（
伊
勢
市
）
か
ら
「
た
く
さ
ん

の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
思
い
出
を
大
切
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
桧
扇
（
ひ
お
う

ぎ
）
が
鳥
井
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
各
配
役
を
決
定
し

た
ほ
か
、
２
月
22
日
に
子
ど
も
斎

王
役
に
選
ば
れ
た
、
こ
の
４
月
に

５
年
生
に
な
る
斎
宮
小
学
校
の
田

所
藍
耶
さ
ん
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

発
表
に
際
し
て
、
鳥
井

さ
ん
は
「
立
ち
振
る
舞
い

を
し
っ
か
り
覚
え
て
、
斎

王
役
を
務
め
て
い
き
た
い

で
す
」
と
、
ま
た
、
田
所

さ
ん
は
「
着
物
を
着
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
。
今
日
は
と
て
も
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
緊
張
し
た
面
持
ち

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
22
日
、
町
制
50
周
年
み
ん

な
で
楽
し
も
う
囲
碁
ま
つ
り
が
、

町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
囲
碁
の
普
及
と
参
加

者
相
互
の
親
ぼ
く
と
交
流
を
深
め

よ
う
と
、
町
制
50
周
年
記
念
行
事

町制50周年記念囲碁まつり

競技会やプロの指導対局

小
中
学
生
集
い
交
流
会

探
検
マ
ッ
プ
の
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
交
流

交
流
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

小
中
学
生
集
い
交
流
会
が
、
３

月
７
日
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
自
他
の
人
権
尊
重

の
感
性
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、

町
内
各
教
育
集
会
所
で
毎
月
行
わ

れ
て
い
る
「
小
中
学
生
集
い
」
参

加
者
の
全
体
交
流
会
で
す
。
小
学

と
し
て
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
吉
田
守
男
代
表
）
が
主
催
。
町

内
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
か
ら
愛

好
家
の
皆
さ
ん
74
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

競
技
会
で
は
、
棋
力
別
に
４
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
参
加
し
た
子
ど プロ棋士と子どもたちの多面打ちの様子（写真は実行

委員会提供）

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い

世
代
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る

指
導
対
局
で
は
、
プ
ロ
棋
士
が
複

数
の
人
と
対
局
す
る
「
多
面
打
ち
」

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
対
局
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。競

技
会
グ
ル
ー
プ
別
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
Ａ
＝
①
内
藤
奈
々
夫
（
玉
城
町
）

②
中
村
好
文
（
伊
勢
市
）
③
小
宮

武
（
同
）
、
Ｂ
＝
①
下
村
　
直

（
明
和
町
）
②
奥
　
定
男
（
多
気

町
）
③
水
口
忠
久
（
明
和
町
）
、

Ｃ
＝
①
西
川
誠
次
（
明
和
町
）
②

小
澤
　
明
（
同
）
③
長
廻
郁
夫

（
同
）、
Ｄ
＝
①
松
本
の
り
子
（
松

阪
市
）
②
中
井
　
唯
（
玉
城
町
）

③
阪
村
　
天
（
明
和
町
）

校
児
童
・
中
学
校
生
徒
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
皆

さ
ん
な
ど
、
23
人
が
参
加
し
ま
し

た
。交

流
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
自

ら
が
周
辺
を
調
べ
て
作
成
し
た

「
探
検
マ
ッ
プ
」
を
、
各
教
育
集

会
所
ご
と
に
発
表
。
続
い
て
「
自

分
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
班
に

分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取

り
組
み
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

前回のまつりの斎王役曽根さんから、桧
扇の伝達を受ける鳥井さん（写真左）

（
写
真
右
か
ら
）
斎
王
役
の
鳥
井
さ
ん
と
子
ど
も
斎
王

役
の
田
所
さ
ん

まちの話題
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)
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定額給付金のあらましをお知らせします。具体的な申請方法など詳しい内容は、４月中旬に各世

帯主あて発送する申請書類とあわせてご案内します。

■給付対象者 基準日（平成21年２月１日）において、次の①または②のいずれかに該当する人

①住民基本台帳に記録されている人

②外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者及び短期滞在者は対象外とします）
■給付額 給付対象者１人につき12,000円。ただし、基準日において65歳以上（昭和19年２月２

日生以前に出生）の人、および、18歳以下（平成２年２月２日以降に出生）の人については、い

ずれも１人につき20,000円

■申請および給付の方法 概要については、次のとおりです。

①世帯主が、世帯員全員の給付金を一括して申請します。

②給付金は、原則として世帯主名義の口座への振り込みとなります。なお、現金給付の場合は、

後日の受け渡しとなります。

※申請の際は、便利な郵送申請と安全・確実な口座振り込みをご利用ください。

※申請書には、身分証明書・預金通帳の写しの添付をお願いします。
■給付スケジュール 郵送申請・口座振み込みの場合の給付スケジュールは、次のとおりです。

①４月中旬に、申請書などを各世帯主あて郵送します。

②申請書・添付書類を、返信封筒などによって町政策課あて提出してください。

※受け付けは、４月20日Qから開始します。なお、受付期間は６カ月です。

③町で受け付け・審査の後、給付決定通知を行います。

④５月以降に、指定口座への振り込みを開始します。
■申請期限 申請期限は、平成21年10月20日Rです。

■問い合わせ先 役場政策課定額給付金窓口（H52・7290）

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
国

に
お
い
て
平
成
20
年
10
月
30
日
に

決
定
さ
れ
た
「
生
活
対
策
」
の
一

環
で
す
。

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
負

担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

20
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、
幼

児
教
育
期
の
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
１
人
あ
た
り
３
万
６
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

平
成
21
年
２
月
１
日
に
明
和
町

に
お
住
ま
い
で
、
対
象
と
な
る
子

ど
も
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
３
歳

〜
５
歳
（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

第
２
子
以
降
の
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
第
２
子
の
判
定
は
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
（
具
体
的
に
は
、
生
年

月
日
は
平
成
２
年
４
月
２
日
以
後

の
子
ど
も
）
の
中
か
ら
、
年
齢
順

定 額 給 付 金 の あ ら ま し に つ い て
問い合わせ先：役場 政策課 定額給付金窓口（H52・7290）

に
第
１
子
、
第
２
子
と
数
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
手
当
の
額
】

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
あ
た

り
３
万
６
千
円
で
す
。

手
当
の
支
給
は
、
１
回
払
い
と

な
り
ま
す
。

【
申
請
の
手
続
き
】

４
月
中
旬
ご
ろ
に
、
対
象
世
帯

へ
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
明

和
町
役
場
福
祉
子
育
て
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
子
ど
も
と
第
１
子

が
別
居
し
て
い
る
と
き
は
、
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
福
祉
子
育
て

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
け
付
け
・
期
限
】

申
請
受
け
付
け
は
４
月
20
日
6

か
ら
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、
平
成
21
年
10
月
20
日
7

（
郵
送
可
。
同
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
当
の
受
け
取
り
は
、
原
則
と

し
て
口
座
振
り
込
み
と
な
り
ま

す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
役
場
福

祉
子
育
て
課
子
育
て
係
（
H
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 い 合 わ せ 先
役 場 福 祉 子 育 て 課
（H 52・7115）

子育て応援

特別手当のお知らせ
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国民年金

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど

国
民
年
金
の手

続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を
離

職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

▽
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
（
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
）

▽
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
（
年
収
１
３
０
万
円
未
満
）

◇
　
　
　
　
　
◇

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
「
国
民
年
金
被
保
険

者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険
者

該
当
）
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え

て
、
役
場
長
寿
健
康
課
保
険
年
金

係
、
ま
た
は
松
阪
社
会
保
険
事
務

所
（
松
阪
市
宮
町
17
―
３
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
４
６
６
０
円
で

す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、
保
険
料
の
免
除
・
一
部

納
付
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
・
一
部
納
付

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
、

ま
た
は
４
分
の
１
・
半
額
・
４
分

の
３
の
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。

ま
た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
そ

の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て

は
、
そ
の
計
算
に

算
入
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

学
生
の
人
で
、

本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保

険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ

た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
入

り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
手
続
き
や
保
険
料

免
除
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

役
場
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）、
ま
た
は
松

阪
社
会
保
険
事
務
所
（
H
０
５
９

８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全額免除・若年者納付猶予は

毎年度の申請が不要

国民年金保険料の「全額免除」と「若年者納付

猶予」の手続きに限り、前年度に承認を受けてい

る人が、その翌年度も引き続き申請を希望する場

合、改めて申請書を提出する必要はありません。

ただし、その審査のため所得の申告などをして

いただく必要はあります。

また、失業、震災・風水害・火災による損害を

理由とする場合は、いずれの場合も申請手続きが

必要となります。

保
険
料
の
免
除
・
一
部
納
付
、
猶
予
制
度
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くらし
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

介
護
保
険
料
は
、
介
護
が
必
要

な
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
賄

う
た
め
に
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

2,281円 

2,281円 

3,422円 

3,787円 

5,703円 

6,843円 

4,562円 

第１段階 

所得段階 対　　象　　者 
保　険　料 

負担割合 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の 
合計が80万円以下の人 

①生活保護受給者 
②老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の人 

第３段階 

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税 
で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 
（軽減対象） 第４段階 

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人 第５段階 

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の人 

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1.25

基準額×1.5

第４期　第１号被保険者 
所 得 段 階 別 保 険 料 　※保険料基準額＝月額4,562円 

第６段階 

月額保険料 

 

世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない人 

※保険料額は年額で決定するため、月額はあくまでも目安となります。 

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税 
の人 

基準額×0.83

基準額×1.0

第
４
期
（
平
成
21
〜
23
年
度
）

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の

介
護
保
険
料
基
準
額
を
４
５
６
２
円
に
改
定

を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
今
後
３
年
間
（
平

成
21
〜
23
年
度
）
の
給
付
費
や
地

域
支
援
事
業

費
の
推
計
に

基
づ
き
、
第

４
期
明
和
町

介
護
保
険
事

業
計
画
に
お

い
て
、
第
１

号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
介
護
保
険
料

基
準
額
を
「
月
額
４
５
６
２
円
」

と
算
出
し
ま
し
た
。

こ
の
保
険
料
基
準
額
の
改
定
に

伴
い
、
平
成
21
年
４
月
以
降
の

「
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
」
は

上
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
の

交
付
に
よ
っ
て
保
険
料
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
第
３
期
計
画
期

間
（
平
成
18
〜
20
年
度
）
に
お
け

る
保
険
料
激
変
緩
和
措
置
（
段
階

的
な
引
き
上
げ
）
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
保
険
料
が
急
激
に

上
昇
す
る
被
保
険
者
に
対
応
す
る

た
め
、
所
得
段
階
の
４
段
階
を
２

つ
に
分
け
て
設
定
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７

１
１
６
）
へ
、
ま
た
同
保
険
料
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
H

52
・
７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介護保険

町では、介護保険制度の円滑な運営と充実を図るため、明和町介

護保険推進協議会を設置しています。

このたび、委員任期の満了に伴い、同協議会委員を次のとおり募

集します。

■応募人数 ２人（応募多数の場合は、選考のうえ決定させていた

だきます。）

■応募資格

①町内に住所を有する20歳以上の人で、家族などの介護やボラ

ンティアとして介護に携わっている（あるいは携わっていた）

人

②そのほか介護保険、高齢者福祉の推進に関心のある人

※公務員および保健・福祉・医療に職業として従事している人を

除きます。

■応募期間 ４月１日S～17日U（土曜日を除く）午前８時30分

～午後５時15分

※申し込み方法など、そのほか詳細については、長寿健康課（H

52・7116）へお問い合わせください。

明
和
町
介
護
保
険
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集

２
０
１
１
年
７
月
24
日

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
な
ど
、
受
信
に
関
す
る
相
談
・
問
い

合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ

ン
タ
ー
（
H
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１
、
ま
た
は
H
０
３
・
４
３
３

４
・
１
１
１
１
）

■
視
聴
エ
リ
ア

Y
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.d
p
a
.o
r
.jp
/

）
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くらし
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

【
募
集
戸
数
等
】

①
募
集
団
地
＝
上
御
糸
団
地
（
明

和
町
大
字
佐
田
地
内
）

②
戸
数
＝
10
戸
（
優
先
対
象
者

枠
＝
３
戸
、
一
般
対
象
者
枠
＝

７
戸
）

③
間
取
り
＝
２
Ｄ
Ｋ
（
床
面
積
＝

57
㎡
）

【
募
集
期
間
】

４
月
13
日
6
〜
24
日
:
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
。
受
付
時
間
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

付
け
し
ま
せ
ん
。
必
ず
役
場
建
設

課
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
の
交
付
は
、
４
月
６
日

6
か
ら
行
い
ま
す
。

【
申
込
必
要
書
類
】

申
込
書
、
住
民
票
、
所
得
証
明

書
、
そ
の
他
必
要
書
類

【
入
居
者
資
格
】

入
居
申
し
込
み
す
る
場
合
は
、

次
の
各
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
明
和
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
先

が
あ
る
こ
と
。

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と
。

③
原
則
と
し
て
、
同
居
す
る
親
族

又
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る

こ
と
。

※
次
の
人
は
、
単
身
で
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

ア
＝
60
歳
以
上
（
た
だ
し
、
昭

和
31
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ

の
人
は
50
歳
以
上
）
の
人

イ
＝
身
体
障
害
者
（
１
級
〜
４

級
）
。
た
だ
し
、
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
居
宅

に
お
い
て
そ
の
介
護
が
常
に
受

け
ら
れ
る
こ
と

ウ
＝
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
者

エ
＝
生
活
保
護
受
給
者

オ
＝
戦
傷
病
者
等

④
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

⑤
そ
の
他
「
明
和
町
営
住
宅
管
理

条
例
」
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

【
家
賃
等
】

入
居
者
の
収
入
金
額
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

書
類
審
査
及
び
公
開
抽
選
に
よ

っ
て
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

【
入
居
可
能
日
】

６
月
１
日
6

【
優
先
対
象
者
】

前
記
「
入
居
者
資

格
」
を
有
し
、
か
つ

下
表
の
要
件
に
該
当

す
る
世
帯
は
「
優
先

対
象
者
」
と
し
、
優

先
対
象
者
枠
の
３
戸

に
つ
い
て
一
般
対
象

者
に
先
立
っ
て
抽
選

を
行
い
、
優
先
対
象

者
枠
抽
選
に
落
選
し

た
場
合
も
、
再
度
一

般
対
象
者
枠
で
抽
選

に
参
加
で
き
ま
す
。

優
先
対
象
者
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の

資
格
を
証
す
る
書
類

を
必
ず
申
込
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
添
付
書
類
が
な

い
場
合
は
、
一
般
対

象
者
扱
い
と
な
り
ま

20歳未満の子と生計を一にしている配偶者の 
ない（戸籍上離婚が成立し、親権を取得して 
いる）女子で構成された世帯（離婚が成立し 
ていなくてもＤＶ（ドメスティックバイオレ 
ンス）により事実上婚姻が破錠している場合 
は、母子世帯とみなします） 

母子世帯証明書（保護命令の発効通 
知、配偶者からの暴力の防止及び被 
害者の保護の関する法律の規定に該 
当することの証明） 

福祉事務所長等 
（地方裁判所、 
三重県女性相談 
所、三重県配偶 
者暴力相談支援 
センター） 

心身障害者 
世帯 

身体障害者等の障害者がいる世帯 身体障害者証明書（１～４級）又は 
身体障害者手帳の写し。知的障害者 
（児）証明書又は療育手帳の写し。 
精神障害者証明書（１～２級）又は 
精神障害者保健福祉手帳の写し。戦 
傷病者証明書又は戦傷病者手帳の写し 
 

福祉事務所長、 
身体障害者更生 
相談所長、知的 
障害者更生相談 
所長 

 

 

母子世帯 

区分 世帯の内容 証明書等 

優先対象者 

発行者・発行先 

 

高齢者世帯 満60歳以上の者及びその親族である配偶者又 
は18歳未満の児童もしくは１級から４級まで 
の身体障害者や最重度・重度及び中度の知的 
障害者又は１級及び２級の精神障害者のみで 
構成された世帯 

住民票の謄本 市町村役場 

10
戸
分
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間
は
４
月
13
〜
24
日

明
和
町
営
住
宅
上
御
糸
団
地
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
応
募
締
め
切
り
日
ま
で
に
明
和
町
役

場
建
設
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ

い
て
、
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
明

和
町
役
場
建
設
課
（
H
52
・
７
１

１
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

町 営 住 宅
上御糸団地

統
計
調
査
員
登
録
者
を
募
集

町
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
基

幹
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
や
工
業

統
計
調
査
な
ど
）
で
、
調
査
員
と

し
て
事
務
従
事
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
「
登
録
調
査
員
」
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
各
種
統
計
調

査
実
施
の
際
に
、
調
査
員
事
務
従

事
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
統
計
調
査
員
の
仕
事

①
調
査

員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
（
説
明

会
）
出
席
、
②
担
当
調
査
区
の

範
囲
と
調
査
対
象
の
確
認
、
③

調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼

（
記
入
方
法
の
説
明
）
・
回
収
、

④
調
査
票
・
関
係
書
類
の
検

査
・
提
出
な
ど

■
登
録
資
格

①
町
内
に
居
住
し

調
査
活
動
が
で
き
る
人
、
②
選

挙
・
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係

の
な
い
人
、
③
調
査
で
知
り
得

た
こ
と
な
ど
、
秘
密
の
保
護
が

で
き
る
人

■
登
録
受
付

随
時
受
け
付
け

※
統
計
調
査
は
、
常
時
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登

録
さ
れ
て
い
て
も
調
査
を
お
願
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
方
法
や
待
遇
な
ど
、
そ
の

ほ
か
詳
し
く
は
、
総
務
課
情
報
係

（
H
52
・
７
１
１
１
）
へ
。
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４ 月 の 日 曜（ 窓 口 ）開 庁 予 定 日 ５・12・19・26日の各日曜日
町では「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。日曜（窓口）開庁では、住民

票・戸籍など各種証明書の発行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■４月の日曜（窓口）開庁予定日 ５日、12日、19日、26日（各日曜日）

※選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しませんので、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、事前に町ホームページ（\ ht tp : //www. town .me iwa .m ie . j p/）をご覧いただく

か、政策課（]52・7112）へご確認くださいますようお願いします。そのほか、詳しくは政策課へお問い合わせください。

町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報交換を通して、その声を積極的に町政に取

り入れていくため、毎月１回、町民の皆さんを対象に「町長日曜座談会」を実施しています。

４月と５月の実施内容は次のとおりです。皆さん、お気軽にお申し込みください。

■４月の町長日曜座談会 ４月12日P 午前10時～正午のうち、個人またはグループ・団体

あたり１時間程度　※申込期限…４月６日Q

■５月の町長日曜座談会 ５月17日P 午前９時～正午のうち、個人またはグループ・団体

あたり１時間程度　※申込期限…５月11日Q

■各回共通事項 ①ところ＝町役場庁舎１階　町長室、②対象＝町内に在住する人、または町内に在住・在勤する人で構成

する各種団体・グループなど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記入のうえ、総務課へ提出し

てください（土曜日・祝日を除く。午前８時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。６月以降の日程は、毎月の町広報紙でお知らせします。そのほか、

詳しくは総務課（]52・7111）へお問い合わせください。

町長日曜座談会 ４月12日・５月17日（事前申し込みが必要です）

皆
さ
ん
、
町
長
と
お
気
軽
に

お
話
し
く
だ
さ
い

明
和
町
面
積
の
変
更

40
・
92
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

こ
の
ほ
ど
、
国
土
地
理
院
の
２
万

５
千
分
の
１
地
形
原
図
デ
ー
タ
修
正

測
量
に
伴
い
、
明
和
町
と
松
阪
市
と

の
行
政
区
域
界
の
表
記
修
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
修
正
に
よ
っ
て
、
明
和
町
の

行
政
区
域
面
積
が
０
・
06
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
増
加
し
、
面
積
が
40
・

86
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
40
・
92

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

表彰状を手にする上田代表

修
正
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
文
部
科
学
省
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
の
ふ
れ
合
い
と
交
流
を
推
進

こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
の
修
正
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
し
ゅ
う
せ
い
ち
ゃ
れ
ん

じ
き
っ
ず
（
上
田
　
清
代
表
）
」
が
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
放
課
後
子
ど
も
教

室
推
進
表
彰
教
室
」
と
し
て
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
放
課
後
や
週
末
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
な
居
場
所
の
確
保
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
機
会
の
提
供
な

ど
の
取
り
組
み
を
、
文
部
科
学
省
が

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
と

し
て
支
援
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
特

に
優
れ
た
活
動
を
行
い
、
他
の
市
町
村

の
模
範
と
な
る
教
室
と
し
て
、
修
正
放

課
後
子
ど
も
教
室
が
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

修
正
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
し
ゅ
う

せ
い
ち
ゃ
れ
ん
じ
き
っ
ず
」
は
、
修
正

小
学
校
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
青
少

年
育
成
会
、
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、

学
校
関
係
者
な
ど
と
連
携
し
、
町
内
全

域
に
大
会
参
加
を
呼
び
か
け
る
「
修
正

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
年
１
回
実
施
し
た

り
と
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
区
内
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
ス
ポ

レ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
や
、
地
域
の
ふ
れ
合

い
と
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
校
区
ふ

れ
あ
い
の
集
い
」
を
開
催
し
、
地
域
の

子
ど
も
と
大
人
が
、
相
互
に
か
か
わ
り

あ
い
な
が
ら
、
児
童
の
健
全
な
育
成
や

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ふるさと納税（寄附）のお知らせ
「ふるさと納税制度」とは、ふるさとを応援した

いという皆さんのお気持ちを「寄附」を通じて実

現できるよう、寄附金税制を拡充し、寄附をしや

すくした制度です。地方公共団体（明和町など）

に対する寄附金のうち，適用下限額（5,000円）を

超える部分について、一定の限度額まで所得税と

個人住民税を合わせて全額控除されます。

明和町で生まれ育った人、関わりが深い人など、

町を応援したいという気持ちがあれば、出身地や

居住地などに制限はありませんので、多くの人に

この制度をご活用いただき、町を応援いただきま

すようお願いします。

※寄附の方法など、詳細内容は町ホームページ

（\ h t t p : / /www . t own .me iwa .m i e . j p /）

にも掲載しています。詳しくは、政策課（H52・

7112、N se i s a ku@town .m i e -me iwa . l g . j p）

へお問い合わせください。

可
決
さ
れ
た
平
成
20
年
度
各
会

計
補
正
予
算
（
歳
出
）
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計

定
額
給
付
金
関
係

事
業
費
３
億
７
４
２
９
万
７
千

円
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
対
象
事
業
費
９
３
６
７

万
２
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。
こ

れ
ら
を
含
む
各
費
の
増
減
に
よ
っ

て
４
億
７
２
６
７
万
８
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
71
億
３
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

借
入
金
利
子
な
ど
２
１
７
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
９
０

０
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

診

療
報
酬
な
ど
１
億
７
４
７
５
万
２

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
22
億
３

５
０
４
万
４
千
と
し
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

一
般
会
計
繰
出
金
な
ど
２
２
７
５

万
７
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
２

億
３
８
４
９
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

管
路
建
設
工
事
費
な
ど
６
１
０
万

１
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
４
億

３
１
０
５
万
２
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

宮
川
流
域
下
水
道
負
担
金
な
ど
２

１
１
０
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
２
億
４
８
７
２
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
７
４
６

０
万
６
千
円
を
減
額
し
、
15
億
４

５
９
３
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

広
域
連
合
保
険
料
負
担
金
な
ど
１

３
２
３
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
１
２
４
４
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

収
益
的
支
出

に
お
い
て
、
水
源
地
電
気
料
な
ど

８
万
９
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
工
事
費

な
ど
１
４
７
７
万
５
千
円
を
減
額

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
案
件

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
議
案

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
】

■
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
条
例
の
制
定

■
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て■
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

■
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
三
重

県
自
治
会
館
組
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

■
明
和
の
里
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

■
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

■
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

■
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

【
請
願
】

■
「
保
育
制
度
改
革
」
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て
採
択
し
、
議
員

発
議
に
よ
っ
て
意
見
書
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
国
に
対
し
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
９
日
か
ら
19
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
一
般
・
特
別
・
水
道
事
業
各
会
計
の
予
算

を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
・
改
正
や
平
成
20
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
し
、
36
案
件
（
議
案
35
件
、
請
願
１
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

※
平
成
21
年
度
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
紙
２
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

平
成
21
年
度
予
算
な
ど
37
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
20
年
度
各
会
計
の
補
正

定
額
給
付
金
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
対
象
事
業
費
な
ど
を
増
額
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犬を飼われる人へ

飼い主としてのマナーを守りましょう
犬の飼い主のマナーについ

て、次のような苦情が寄せら

れています。

犬を飼うときは、近隣や周

囲の人に迷惑をかけることな

く、楽しく快適にペットと暮

らすためにも、飼い主として

のマナーを守りましょう。

■犬のふんの後始末をしない

■犬を放し飼いにする

■犬の鎖などを外して散歩させる

■犬が、公園や他人の土地・農作物などを荒らす

※詳しくは、生活環境課環境係（H52・7117）へお問い合わせください。

また、飼えなくなった犬や猫の相談は、松阪保健所（H0598・50・0529）

へお問い合わせください。

町
で
は
、
平
成
21
年
度
の
畜
犬

（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬
病
の
集

団
予
防
注
射
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

生
後
３
カ
月
（
91
日
）
以
上
の

畜
犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
」

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

畜
犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注

射
は
、
獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別

途
受
け
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

必
ず
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時
・
場
所

▽
４
月
15
日
8

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
＝
上
御
糸
ふ
れ
あ
い

会
館
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
＝
み
い
と
会
館

▽
４
月
16
日
9

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
＝
明
星
会
館
、
午
後

１
時
〜
２
時
＝
さ
く
ら
会
館

▽
４
月
17
日
:

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
＝
大
淀
会
館
、
午
後

１
時
〜
２
時
＝
金
剛
ケ
丘
中
央

公
園
、
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
＝
牛
葉
公
民
館
　

■
対
象

生
後
３
カ
月
（
91
日
）

以
上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

①
畜
犬
登
録

（
未
登
録
の
人
だ
け
）
＝
手
数

料
３
０
０
０
円
、
②
集
団
予
防

注
射
＝
予
防
注
射
料
３
２
０
０

円
、
問
診
は
が
き
（
登
録
犬
の

み
送
付
済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料

は
、
で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら

な
い
よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
生
活
環

境
課
環
境
係
（
H
52
・
７
１
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で

町
内
各
所
で

畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
の
集
団
予
防
注
射

町
内
の
不
法
投
棄
を
な
く
し
、

ご
み
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
２
月
19
日

か
ら
24
日
に
か
け
て
、
大
淀
か
ら

下
御
糸
海
岸
堤
防
沿
い
に
捨
て
ら

れ
た
、
不
法
投
棄
ご
み
の
撤
去
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

21
日
に
は
、
下
御
糸
漁
港
で
、

前
日
ま
で
に
不
法
投
棄
現
場
か
ら

撤
去
し
た
ご
み
の
分
別
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

分
別
作
業
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
町
環
境
対
策
推
進

委
員
会
・
町
環
境
美
化
協
力
員
・

町
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
、
国
・

県
・
町
関
係
者
な
ど
総
勢
約
１
６

０
人
が
参
加
。
こ
の
日
は
、
強
い

北
風
が
吹
く
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
は
、
手
際
よ
く
ご
み
を
分
別
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
別
さ
れ

た
不
法
投
棄
ご
み
の
内
訳
は
上
表

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
23
・
24
日
に
は
、
建
設

業
協
会
の
皆
さ
ん
、

県
・
町
関
係
者
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

処
理
先
に
搬
送
し
処

理
を
終
え
ま
し
た
。

各
作
業
に
参
加
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

家電 
４品目 

そのほかの家電 

粗大ごみ 

タイヤ 
ホイール付き 

タイヤだけ 

分別の種類 投棄量 

テレビ 3台 

冷蔵庫 1台 

洗濯機 1台 

エアコン 1台 

約0.6㌧ 

バッテリー 9個 

ガラス 

ビン類 
約0.4㌧ 

可燃ごみ 約2.1㌧ 

がれき類 約0.6㌧ 

缶類・鉄くず 約0.6㌧ 

34本 

10本 

 

21日に行われた分別作業の様子。皆さん、ご協
力ありがとうございました

ご協力ありがとう

ございました

不法投棄ごみ撤去作業
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人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

くらし
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ
れ
あ
い
企
画

陶
芸
教
室

三
色
の
粘
土
を
利
用
し
て
、
練

り
上
げ
技
法
で
お
皿
を
作
り
ま

す
。
午
前
の
部
は
、
幾
何
学
模
様

の
シ
ン
プ
ル
な
お
皿
、
午
後
の
部

は
、
小
花
を
散
ら
し
た
か
わ
い
い

お
皿
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

４
月
23
日
9

①
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

印
藤
友
一
さ
ん
、
印
藤

幸
恵
さ
ん
（
大
台
町
　
幸
翔
窯
）

■
定
員

各
部
と
も
12
人
（
先
着

順
）

■
参
加
費

２
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

な
ど

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

４
月
13
日
6
〜
17

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
い
ず

れ
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１

人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
２
人
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

詳
し
く
は
人
権
セ
ン
タ
ー
（
H

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

初
夏
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

５
月
30
日
、
31
日
に
伊
勢
市
で

ひと・まち・ふれあい企画
スタンプラリーを実施

５年目を迎える

スタンプラリー企

画を、本年度も実

施します。

スタンプラリー

の対象となる講

座、教室、講演会、そのほか催し物について

は、町広報紙で毎月お知らせします。各会場

でスタンプを押した台紙を配布しますので、

１年間ご活用ください。

スタンプを集めると、３月末に賞品を受け

取ることができます。

※詳しくは、人権センター（]52・3052）

へお問い合わせください。

ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん
の

企
画
運
営
委
員
を
募
集

「
ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん
」
と

は
、
町
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る

「
命
・
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
や
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の

総
称
で
す
。
前
年
度
は
上
映
会
な

ど
を
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
よ
り
幅
広
い
視
野

で
企
画
を
立
て
た
い
と
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
企
画
・
運
営
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
「
企
画
運
営
委
員
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
参
加
資
格

町
内
在
住
・
在
勤

で
20
歳
以
上
の
人

■
応
募
方
法

名
前
・
連
絡
先
住

所
・
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直
接
教
育
課

窓
口
で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
、
教
育
課
（
H
52
・

７
１
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

町
中
央
公
民
館
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、
平
成
21
年
度
の
各
種
講
座
を

公

民

館

講

座

平
成
21
年
度
の
受
講
生
を
募
集

開
設
し
、
次
の
と
お
り
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

陶芸教室の作品例

K

各
種
「
楽
し
い
手
作
り
教
室
」
の
参
加
者
募
集

「
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
伊
勢
大
会
」

が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
花
を
育
て
る
こ

と
を
通
じ
て
人
の
心
に
花
を
咲
か

せ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
、
伊
勢
市
内
を
飾
る
花

を
明
和
町
で
も
、
咲
か
せ
ま
し
ょ

う
。

■
日
時

５
月
19
日
7

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
㍑
の
ゴ
ミ
袋
・

新
聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ

ロ
ン

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

４
月
20
日
6
〜
24

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
２

人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
詳
し
く
は

人
権
セ
ン
タ
ー

（
H

55
・
３
０

５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

昨年度のスタンプラリー賞品

K
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くらし
広報めいわ ４月号平成21年

(2009年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、総務課（TEL：52・7111）へお問い合わせください。 

４月６日～15日は「春の全国交通安全運動」
（４月10日は、交通事故死ゼロを目指す日）

春の全国交通安全運動が、４月６日Qから15日Sまでの10

日間にかけて実施されます。

春は、新入学児童が、期待に胸膨らませて一斉に通学を始

めます。しかし、交通事故の危険性を十分に理解できていな

い子どもたちの事故が、多発する季節でもあります。

新生活を充実したものにするためにも「安全第一」、特に最

も身近な「交通安全」を再確認し、みんなで注意して「交通

事故のない社会」を築きましょう。

詳しくは、危機管理室（]52・7110）へお問い合わせくだ

さい。

新入学児童を交通事故から守るために……

■保護者の皆さんは

①通学路を子どもと一緒に点検しまし

ょう！

②「とび出し」の危険性を指導しまし

ょう！

③信号の色の意味（赤・黄は止まれ、

青は進むことができる）を指導しま

しょう！

④自ら模範となる行動をしましょう！

■ドライバーの皆さんは

①生活道路では特に注意しましょう！

②子どもを見かけたら、その反対側に

も注意しましょう！

③右・左折時は、周辺にも注意しましょう！

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（±0） 

29（＋6） 2（＋1） 

27（＋5） 

■町内の刑法犯認知件数（平成21年２月１日～28日） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

２月16日～ 
３月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

49件 

16件 

16人 

0人 

33件 

127件 

27件 

29人 

0人 

100件 

－32件 

－10件 

－9人 

重傷者数 5人 7人 ＋2人 

±0人 

－22件 

■町内交通事故発生状況（平成21年３月15日現在） 

～ 運転は　うまいへたより　誠実さ ～ 

平成21年１月 
からの累計 

■
開
設
講
座
数

41
講
座
（
う
ち

２
講
座
は
小
・
中
学
生
対
象
）

■
受
講
資
格

町
内
在
住
者
・
在

勤
者
（
３
年
間
、
同
一
の
講
座

を
受
講
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
講

座
の
受
講
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）

■
受
付
期
間

３
月
30
日
6
〜
４

月
10
日
:

■
申
込
料

１
講
座
２
０
０
円

（
各
種
講
座
の
受
講
料
は
無
料
、

材
料
費
な
ど
は
各
自
で
負
担
）

■
申
込
方
法

各
世
帯
に
配
布
す

る
講
座
募
集
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
同
時
に
同
好
会

会
員
も
募
集
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
町
中
央
公
民
館

（
H
52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
公
民
館
講
座
の
開
講
式

町
中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
21

年
度
公
民
館
講
座
の
開
講
式
を
、

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

■
日
時

４
月
25
日
;

午
前
９

時
30
分
〜
（
受
け
付
け
９
時
15

分
〜
）

■
場
所

町
中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
内
容

①
開
講
式
＝
午
前
９
時

30
分
〜
、
②
開
講
行
事
「
松
阪

商
業
高
等
学
校
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

演
奏
」
＝
午
前
10
時
10
分
〜

◇

　

　

　

　

　

◇

※
開
講
行
事
に
は
、
一
般
の
皆
さ

ん
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

町
中
央
公
民
館
（
H
52
・
７
１
３

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
の
種
類

①
乙
種
第
四

類
、
②
丙
種

■
申
込
期
間

４
月
16
日
9
〜
４

月
28
日
7
（
受
付
締
切
日
の
消

印
有
効
）

■
試
験
日

６
月
21
日
5

■
試
験
会
場

三
重
中
京
大
学

(

松
阪
市
久
保
町)

※
申
込
方
法
な
ど
、
そ
の
ほ
か
詳

し
く
は
、
3
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
三
重
県
支
部
（
H
０
５
９
・

２
２
６
・
８
９
３
０)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

予
備
講
習
会
を
開
催

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
先
立

ち
、
乙
種
第
四
類
の
予
備
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

５
月
30
日
;

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室(

松
阪
市
嬉

野
町
１
４
２
９
番
地
１)

■
定
員

90
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
受
講
料

３
８
０
０
円
（
資
料

代
な
ど
）

■
申
込
方
法

４
月
16
日
9
〜
５

月
29
日
:(

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　

※
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
H
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

J
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【
図
画
教
室
】

■
日
時

第
２
・
第
４
土
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
対
象

小
学
校
１
年
生
〜
６
年

生
■
募
集
人
数

20
人

■
参
加
費

１
回
１
０
０
円
（
材

料
費
は
各
自
で
負
担
）

【
就
園
前
幼
児
教
室
】

■
日
時
　
Ａ
＝
第
１
・
第
３
金
曜

日
の
午
前
10
時
〜
正
午
、
Ｂ
＝

第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
正
午

０３３２５１５

明和町大字馬之上945

明和町　福祉子育て課

子育て係　行

※この面には、何も
　書かないでください

【往信　表】　　　【返信　裏】

【返信　表】　　　【往信　裏】

円
切
手
を
張
っ
て
く
だ
さ
い

50

円
切
手
を
張
っ
て
く
だ
さ
い

50

50

50

（申込者の）

　①郵便番号

　②住　　所

　③保護者氏名

（申込者の）

　①郵便番号

　②住　　所

　③保護者氏名

　④受講児童の

　　氏名・年齢

　⑤電話番号

　⑥希望する教室名

■
対
象

就
園
前
の
幼
児

■
募
集
人
数

Ａ
・
Ｂ
各
12
人

■
参
加
費

無
料

◎
各
教
室
共
通
事
項

■
申
し
込
み

往
復
は
が
き
（
左

図
参
照
）
で
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い

■
申
込
期
限

４
月
15
日
8
必
着

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
町
児
童
セ
ン

タ
ー
（
H
52
･
２
５
１
９
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
教
室
の
参
加
者
募
集

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
平
成
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー

ル
」
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

ス
ク
ー
ル
（
前
期
）

■
日
時
　
５
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
、
６
月
７
日
・
14

日
・
21
日
（
各
日
曜
日
、
午
前

９
時
〜
11
時
）

■
場
所

大
淀
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

町
内
小
学
校
３
〜
５

年
生
の
男
女

■
募
集
人
数

15
人

■
申
込
受
付
期
間
　
４
月
１
日
8

〜
20
日
6

②
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
、
６
月
７
日
・
14

日
・
21
日
・
28
日
（
各
日
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
）

■
場
所

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大

淀
５
９
５
―
１
）

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
の

小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年

生
の
男
女

■
募
集
人
数

72
人
（
１
ク
ラ
ス

12
人
）

■
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
8

〜
20
日
6

③
女
性
テ
ニ
ス
（
ナ
イ
タ
ー
）

ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
11
日
・
18
日
・
25

日
、
６
月
１
日
（
各
月
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

■
場
所

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大

淀
５
９
５
―
１
）

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
在

住
の
初
心
・
初
級
者
の
女
性

■
募
集
人
数

12
人

■
申
込
受
付
期
間

４
月
６
日
6

〜
21
日
7

④
ヤ
ン
グ
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
３
Ｂ

■
日
時

５
月
13
日
・
20
日
・
27

日
、
６
月
３
日
・
10
日
（
各
水

曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
）

■
場
所

町
総
合
体
育
館
剣
道
場

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
在

住
の
20
〜
40
歳
代
の
母
親

■
募
集
人
数

15
人

■
申
込
受
付
期
間

４
月
８
日
8

〜
22
日
8

⑤
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ

（
夜
間
コ
ー
ス
）

■
日
時

５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
４
日
・
11
日
（
各
木

曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

■
場
所

町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室

■
対
象
者
　
町
内
・
近
隣
市
町
在

住
の
18
歳
以
上
の
男
女

■
募
集
人
数
　
15
人

■
準
備
物
　
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

■
申
込
受
付
期
間

４
月
16
日
9

〜
30
日
9

⑥
折
り
紙
教
室

■
日
時

５
月
23
日
;

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

町
内
外
の
低
学
年
〜

大
人
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
人
数

15
人

■
申
込
受
付
期
間

４
月
20
日
6

〜
30
日
9

◎
以
下
、
各
教
室
共
通
事
項

■
参
加
費

町
内
の
人
＝
１
０
０

０
円
、
町
外
の
人
＝
２
０
０
０

円
（
女
性
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
は
、

町
内
の
人
＝
４
０
０
０
円
、
町

外
の
人
＝
５
０
０
０
円
）

■
保
険
料

子
ど
も
＝
８
１
０

円
、
大
人
＝
１
８
１
０
円
、
65

歳
以
上
＝
１
０
１
０
円
（
い
ず

れ
も
振
り
込
み
手
数
料
を
含

む
）

■
申
し
込
み

受
付
期
間
中
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
に
参

加
費
・
保
険
料
を
添
え
て
総
合

体
育
館
受
付
窓
口
へ
申
し
込
み

※
保
険
料
は
、
町
内
外
同
じ
で
す
。

※
各
教
室
と
も
、
申
込
用
紙
は
総

合
体
育
館
受
付
窓
口
で
お
渡
し
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
明

和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
体
育

館
内
、
H
52
・
７
１
３
０
、
I

52
・
７
１
３
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

各
教
室
の
受
講
生
募
集

町
児
童
セ
ン
タ
ー
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、総務課（TEL：52・7111）へお問い合わせください。 

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間
で
す

５
月
１
日
に

無
料
総
合
相
談
所
を
開
設

裁
判
所
、
法
務
局
、
検
察
庁
お

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
５
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
憲

法
週
間
」
と
し
、
全
国
各
地
で
各

種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

津
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
津
地

方
法
務
局
、
津
地
方
検
察
庁
お
よ

び
三
重
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
無
料
総
合
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
１
日
:

午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
１

人
20
分
程
度
）

■
場
所

津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
２

階
（
津
市
大
門
７
｜
15
）

■
受
け
付
け

各
相
談
コ
ー
ナ
ー

前
で
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
ま
で

■
相
談
内
容
・
定
員
な
ど

①
法
律
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
土
地
、

建
物
、
金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
、

相
続
、
離
婚
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
な
ど
、
相
談
員
＝
三
重
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
、
先
着
36
人
、
問

い
合
わ
せ
＝
津
家
庭
裁
判
所
総
務

課
庶
務
係
（
H
０
５
９
・
２
２

６
・
４
１
７
１
）

②
人
権
・
登
記
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝

人
権
問
題
、
土
地
・
建
物
に
関
す

る
各
種
登
記
手
続
き
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
相
談
員
＝
津
地
方
法
務

局
職
員
、
先
着
24
人
、
問
い
合
わ

せ
＝
津
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務

係
（
H
代
表
０
５
９
・
２
２
８
・

４
１
９
１
）

③
犯
罪
被
害
者
支
援
コ
ー
ナ
ー
＝

犯
罪
被
害
、
刑
事
手
続
き
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
相
談
員
＝
津
地
方

検
察
庁
被
害
者
支
援
員
、
先
着
12

人
、
問
い
合
わ
せ
＝
津
地
方
検
察

庁
企
画
調
査
課
（
H
０
５
９
・
２

２
８
・
４
１
２
３
）

犯罪被害者のための
制度についてのお知らせ

裁判所における刑事手続きでは、

犯罪によって被害を受けた人など

に配慮するためのさまざまな制度

が設けられています。

それらに加えて、平成20年12月

１日から、被害者参加制度や被害

者参加人のための国選弁護制度お

よび損害賠償命令制度という新し

い制度が始まりました。

※新たな制度を含む犯罪被害者の

ための制度について、詳しくは、

津地方裁判所事務局総務課庶務係

（]059・226・4172）へお問い合

わせください。

平
成
21
年
度

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

平
成
21
年
度
の
裁
判
所
事
務

官
採
用
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
試
験
お
よ

び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用

Ⅰ
種
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
日
】

■
試
験
日

５
月
31
日
5

■
受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
申
込
受
付
期
間

平
成
21
年

４
月
１
日
8
〜
４
月
15
日
8

（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込

書
は
、
２
月
27
日
:
か
ら
最
寄

り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
裁

判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
o
u
r
t
s
.

g
o
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
津
地
方
裁
判
所
（
H
０
５

９
・
２
２
６
・
４
８
０
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度

国
税
専
門
官
の
募
集

平
成
21
年
度
国
税
専
門
官
採
用

試
験
の
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
①
昭
和
55
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
、
②
昭
和

63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
平
成
22
年
３
月
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
あ
る
人
ま

た
は
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る

人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人

■
受
付
期
間

４
月
１
日
8
〜
４

月
14
日
7

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
、
名
古

屋
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試

験
係
（
H
０
５
２
・
９
５
１
・
３

５
１
１
）
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。労

働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
法

令
の
遵
守
、
安
全
な
職
場
・
労
働

条
件
の
向
上
の
た
め
の
役
割
を
担

い
ま
す
。

平
成
21
年
度
労
働
基
準
監
督
官

ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
無
料
相
談
会

県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

県
司
法
書
士
松
阪
支
部
で
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど
の
多

重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。皆

さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
19
日
7

午
後
５

時
30
分
〜
８
時
30
分
（
午
後
８

時
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野

町
７
８
８
番
地
、
カ
リ
ヨ
ン
プ

ラ
ザ
３
階
）

■
相
談
料

無
料

■
主
催

三
重
県
司
法
書
士
会
松

阪
支
部

の
採
用
試
験
（
４
月
14
日
7
申
し

込
み
期
限
）
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課
（
H
０
５
９
・
２
２
６
・
２

１
０
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
連
絡
事
務
局
　
鈴

木
久
志
さ
ん
（
司
法
書
士
、
H
０

５
９
８
・
23
・
４
６
３
８
）
、
ま

た
は
安
川
浩
二
さ
ん
（
司
法
書
士
、

H
０
５
９
８
・
21
・
３
７
５
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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２月中の

主な増減

総人口：23,233人　　出生：11人

男：11,250人　　死亡：17人

女：11,983人　　転入：30人

世帯数：7,795世帯 転出：57人

人のうごき

３月の人口

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ(

Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ)

】

■
日
時
・
対
象
児

４
月
21
日

7
＝
平
成
18
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
21
日
9
＝
平
成
18
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

４
月
10
日

:
＝
平
成
19
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
８
日
:
＝
平
成
19
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

４
月
17
日

:
＝
平
成
17
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
15
日
:
＝
平
成
17
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
時
・
対
象
者

４
月
15
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前

日
ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
H

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７

１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

各
日
程
と
も

予
約
は
４
月
13
日
p
か
ら

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
ん
検
診
は
自
覚
症
状
の
な
い

段
階
で
早
期
発
見
さ
れ
る
こ
と

で
、
が
ん
が
治
る
可
能
性
が
大
き

く
高
ま
る
こ
と
、
早
期
の
治
療
で
、

患
者
の
肉
体
的
や
精
神
的
、
経
済

的
な
治
療
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
も
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
胃
が
ん
検
診
】

■
日
時

①
４
月
22
日
8
、
②
５

月
16
日
;

時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
８
時
〜
10
時
30
分

◎
以
下
、
各
日
程
共
通
事
項

■
定
員

50
人

■
負
担
金

１
０
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
胃
や
大

腸
の
手
術
を
受
け
た
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

【
乳
が
ん
健
診
】

■
日
時

①
４
月
22
日
8
、
②
５

月
16
日
;

◎
以
下
、
各
日
程
共
通
事
項

■
時
間
・
内
容

①
エ
コ
ー
検

査
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
各
40

人
■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

①
エ
コ
ー
検
査
＝
20

歳
以
上
の
人
、
②
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上
の
人

※
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
お
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
は
、
２
年
に
１
度
の
受
診
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
予
約
は
、
本
年

度
は
昭
和
の
奇
数
年
生
ま
れ
の
人

の
み
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
日
時

①
４
月
22
日
8
、
②
５

月
16
日
;

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
２
時

◎
以
下
、
各
日
程
共
通
事
項

■
定
員

50
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

※
各
種
が
ん
検
診
の
会
場
は
、
い

ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

す
。

※
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
予
約
申

し
込
み
は
、
い
ず
れ
の
日
程
も
４

月
13
日
p
か
ら
で
す
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
健
康

課
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
備
え
よ
う

皆
さ
ん
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
で

ど
れ
だ
け
の
ウ
イ
ル
ス
が
飛
ぶ
か

ご
存
じ
で
す
か
？

な
ん
と
１
回
の
咳
で
約
８
万

個
、
く
し
ゃ
み
で
２
０
０
万
個
の

ウ
イ
ル
ス
が
飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飛
ぶ
距
離
は
１
〜

３
㍍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
の
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
飛
び

出
す
と
、
吸
い
込
む
可
能
性
も
高

く
な
り
ま
す
。
吸
い
込
ま
な
い
た

め
に
必
要
と
な
る
の
が
、
マ
ス
ク

で
す
。

人
込
み
へ
出
掛
け
た
と
き
、
風

邪
が
移
ら
な
い
よ
う
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
の
は
、
と
て
も
よ
い
心
構

え
で
す
。

マ
ス
ク
は
感
染
者
が
他
人
に
ウ

イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
自
分
を
感
染
か
ら
守
る
た
め

に
も
重
要
で
す
。
お
互
い
に
移
さ

な
い
、
移
ら
な
い
の
気
持
ち
で
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
防
ぐ
場
合
も
、
マ
ス
ク
は
ガ
ー

ゼ
よ
り
も
、
不
織
布
を
使
用
し
て

あ
る
使
い
捨
て
が
有
効
で
す
。

万
一
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
た
場
合
、
海
外
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
マ
ス
ク
は
、

J
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(2009年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、総務課（TEL：52・7111）へお問い合わせください。 

夜間・日曜納税窓口の開設
町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合など

で町税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間

と日曜日の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利

用ください。

【平日夜間納付・相談窓口】
■日時 4月13日Q・28日R（開設時間は、いずれも午後５時15分

～８時30分）

■場所・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

【日曜納付窓口】
■日時 ４月５日・12日・19日・26日（各日曜日。開設時間は、

いずれも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１

時までの間は窓口を閉じさせていただきます）

■場所・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

４月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！
４月の町税・保険料納付（納期限＝４月30日{ ）は次のとおり

です。納税は早めに済ませましょう。

◇国民健康保険税＝１期（年金天引きを除く）

◇介護保険料＝１期（年金天引きを除く） ◇固定資産税＝１期

※納税には口座振替が利用できます。今月は27日Qに、お届けの預

金口座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利で

す。預金通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、

または収税対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは、

収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ 手
に
入
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
普
段
か
ら
補
充
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
え
看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

県
看
護
協
会

2

三
重
県
看
護
協
会
で
は
、

「
い
っ
し
ょ
に
　
の
り
こ
え
　
ち
か
ら

に
な
ろ
う
　
あ
な
た
と
一
緒
に
看
護

が
し
た
い
　
〜
探
し
に
い
こ
う
！
自

分
の
夢
！
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
み

え
看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

５
月
10
日
5

午
後
０

時
〜
４
時

■
場
所

三
重
県
文
化
会
館
２
階

第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
内
容

①
看
護
の
仕
事
紹
介
と

体
験
・
就
職
相
談
、
②
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師
体
験
、

老
年
期
体
験
な
ど
、
③
看
護
系

学
校
へ
の
進
路
相
談
、
④
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
⑤
白
衣
試

着
し
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
と
写
真
撮
影
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
な
ど

※
詳
し
く
は
、
2
三
重
県
看
護
協

会
（
H
０
５
９
・
２
２
５
・
１
０

１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。親

と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

松
阪
市
と
松
阪
地
区
歯
科
医
師

会
で
は
、
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

平
成
20
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま

で
に
３
歳
６
カ
月
健
診
を
受
診

し
た
、
健
康
で
よ
い
歯
を
お
持

ち
の
親
子

■
応
募
先

松
阪
市
歯
科
セ
ン
タ

ー
（
H
０
５
９
８
・
26
・
４
７

９
１
、
平
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）

■
応
募
締
め
切
り

４
月
24
日
:

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　

※
応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
歯
の
審

査
日
程
が
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
優
秀
者
は
「
歯
の
健
康
ま
つ
り

２
０
０
９
（
６
月
７
日
5
・
松
阪

市
子
ど
も
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
）」

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。
応
募
方
法
な

ど
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
松
阪
市

歯
科
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

環
境
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

竹
と
環
境
に
つ
い
て
語
り
合
お
う

吉
兆
の
会
で
は
、
里
山
で
竹
な

ど
に
親
し
み
語
り
合
う
中
で
、
自

然
環
境
の
大
切
さ
を
知
り
、
自
然

に
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
人
を
ひ
と
り
で
も
多
く
増
や
す

目
的
と
し
て
「
竹
と
環
境
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

環
境
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時

５
月
16
日
;

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
の

場
合
は
、
17
日
5
ま
た
は
23
日

;
）

■
場
所

う
に
の
郷
広
場
（
明
和

町
明
星
）

■
対
象
者

町
内
外
に
在
住
の
人

（
子
ど
も
の
参
加
可
）

■
定
員

先
着
30
人

■
参
加
費

５
０
０
円
（
昼
食

代
・
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
を

含
む
）

■
持
ち
物

お
わ
ん
、
は
し
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

※
当
日
は
、
歩
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

め
い
わ
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
H
52
・

７
１
２
９
）
へ
、
電
話
で
申
し

込
み

■
受
付
期
間
・
時
間

４
月
13
日

6
〜
５
月
11
日
6
・
平
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

※
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
め
い
わ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

J
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今月の行政相談・心配ごと相談
■日時・内容 ①４月６日Q＝午前９時30分～正午、

行政相談・心配ごと相談、②４月20日Q＝午後１時30

分～４時、心配ごと相談

■場所 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H52・7056）

へお問い合わせください。

発
行
日
／
平
成
2
1
年
４
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

　
　
　
T
EL 0596－

52－
7111（

総
務
課
）
　
FA
X
 0596－

52－
7133

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

【てんとうむしの読み聞かせ】
４月から「てんとうむし」の読み聞かせが、新しく始ま

ります。毎月、第１水曜日に行います。皆さん、お気軽に

ご参加ください。

■日時 ４月１日S 午後３時30分～

■場所 ふるさと会館１階児童室

■対象 小学生

【図書館員のこどもの日お話し会】
■日時 ４月23日{ 午前11時～

■場所 ふるさと会館１階児童室

【おはなし小槌（こづち）の読み聞かせ】
子どもを対象とした「おはなし小槌」の読み聞かせを、

次のとおり行います。楽しいお話がたくさんあります。皆

さん、お気軽にご参加ください。

■日時・内容 ４月26日P 午後２時～、絵本「みいた

んとねぼすけくまさん」「ころわんとこいのぼり」、紙芝

居「わらしべちょうじゃ」

■場所 ふるさと会館２階ロビー

【ワークショップ（図書館でエコバッグを作ろう）】
■日時 ４月26日P 午前10時～正午

■場所 ふるさと会館１階児童室

■募集人員 20人

※小学生未満の人は、保護者同伴でご参加ください。ふる

さと会館カウンター窓口または電話で申し込みください。

申込者多数の場合は、抽選となります。

■参加費 600円

※エコバッグに張り付ける「木の葉や草花」を持参くださ

い。エコバッグは、ふるさと会館が準備します。

【４月の休館日】
６日Q・13日Q・20日Q・27日Q・29日S・30日{

※各催しの詳しい内容など、詳しくはふるさと会館

（H52・7131）へお問い合わせください。

【古代米づくり体験の参加者募集】
いつきのみや歴史体験館では、恒例の「古代米づくり体

験（田植え・稲刈り）」の参加者を、次のとおり募集しま

す。水田に自分の手で苗を植え、秋に育った稲を収穫して、

古代米のご飯をみんなで食べてみませんか。

■日時 ①田植え＝５月16日V 午前10時～正午、

②稲刈り＝９月13日P 午前10時～正午

※田植え・稲刈りの２回セットでご参加ください。

■場所 いつきのみや歴史体験館横の水田

■参加費 500円

■参加資格 小学生以上。

ただし、小学３年生以

下の児童は、保護者同

伴でご参加ください

■定員 40人（先着順）

■申し込み ４月10日U

の午前９時30分以降、

電話で申し込み

※そのほか、詳しくはいつきのみや歴史体験館（H52・

3890）へお問い合わせください。

平
成
21年

（
2009年

）４
月
号

【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp/

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

11.0

10.0

7.8

3.5

7.3

6.7

7.1

7.4

6.5

採水日（３月４日） 

祓　川（下御糸橋） 1.0

1.0

4.8

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

■最大震度別地震回数（平成21年２月11日～３月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

69 24 6 6 0 ０ ０ 0 ０ 105

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

おわびと訂正
本紙３月号14ページ（裏表紙）の有料広告中、済生会明

和病院の「URL：http ://www.meiwa saise ika i . jp」は

「URL：http://www.meiwa-saise ikai . jp」の誤りでした。

ここに謹んでおわびし、訂正いたします。

前回の田植えの様子

一人で悩んでいませんか？
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

明和町福祉子育て課　]52・7115

配偶者暴力相談支援センター　]059-231-5600

警察安全相談電話　]059-224-9110・♯9110

松阪警察署　]0598-53-0110

松阪保健福祉事務所　]0598-50-0520
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